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フレイルとは「加齢に伴い身体の予備能力が低下し、健康障害
を起こしやすくなった状態」を示しており、いわゆる「虚弱」です。
言い換えると、介護が必要になる前段階とも表現できます。

・単品の献立になっていませんか？
「あまり食欲がない」「食べにくい」と感じることが増えると、どうして
も簡単なメニューで済ませがちに。そんな時は、身近にある食品を
取り入れ、少量でも効率よく栄養を補給できるように！

☆例えば、、

このようにわずかなプラスで簡単に栄養補給ができます！
ぜひ試してみてください！
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悪循環が続くと
深刻な状態に

☆簡易筋肉量チェック

このようにふくらはぎの最も
太い部分を親指と人差し
指で囲んで隙間ができる方
は転倒・骨折などのリスクに
注意しましょう！

（meiji栄養ケア倶楽部から引用）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フレイルとは「加齢に伴い身体の予備能力が低下し、健康障害を起こしやすくなった状態」を示しており、いわゆる「虚弱」です。言い換えると、介護が必要になる前段階とも表現できます。サルコペニアが筋肉量の減少にターゲットを置いているのに対して、フレイルの方が体重減少、倦怠感や活動度の低下などの項目が入っており概念が大きいと考えられます。
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